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要旨 : 
鉄鋼材料の高温における製造プロセスの解明のために in-situ 高温 X 線回折装置を開発

した。イメージングプレートを検出器とした Seemann-Bohlin カメラと直接通電加熱炉を

用いることにより，短時間での材料の相変化を測定することが可能になった。この装置の

適用例として，溶融亜鉛めっき鋼板の合金化過程および熱間圧延鋼板のスケール生成過程

を測定した。各温度に対応した X 線回折スペクトルの測定結果から，亜鉛めっき層中の Al
が増加すると合金化が遅くなることが実験的に確認された。炉内雰囲気ガス組成を変えた

実験から，鋼板スケール生成の反応過程が雰囲気ガス成分（O2 の有無）に影響されること

が確認された。 

 
Synopsis : 
A new-type in-situ X-ray diffractometer for high temperatures was developed in order to 
elucidate the mechanism of steel sheet production processes. The combined use of a 
Seemann-Bohlin camera equipped with imaging plates and a direct electrical heating 
furnace was successfully applied to accomplish the measurements of fast phase 














